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社会福祉法人
南幌町社会福祉協議会

この社協だよりは 赤い羽根共同募金の助成を受けて 刊行しています

貸出しています！！

繊維リサイクル（古着等の回収）の中止について
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地域福祉の向上に向けて
南幌町社会福祉協議会　会長　小　友　征　之

１　地域におけるコミュニティー活動の推進
「誰でも・気軽に・無理なく・楽しく・自由に」過ごせる「ひだまりサロン」は、事業
内容の工夫と充実を図りながら、継続実施してまいります。また、参加者同士のつなが
りを深めることができる地域コミュ二ティーの場として、本年度も「チャリティーカラ
オケ」を実施してまいります。
　行政区や町内会、各種団体の様々な行事の際に、社会福祉協議会で保有している備品
を無償で貸し出し、地域でのコミュニティー活動の推進を側面的に支援してまいります。
　高齢者が住み慣れた地域でいつまでも健康で生活できるよう、地域住民同士で語り合う「高齢者生活支援地
域づくり推進事業」（町保健福祉課主催）に参加し、地域の実情やニーズの把握に努めてまいります。
　コミュニティー活動の原資ともなる「赤い羽根共同募金活動」や「歳末た
すけあい募金活動」については積極的に募金活動を展開するとともに、寄附
者の理解を深めるよう啓蒙を図ってまいります。
① ひだまりサロン、チャリティーカラオケ実施による地域コミュニティー
　 活動の推進
② 保有備品の無償貸与による地域コミュニティー活動への支援
③ 赤い羽根共同募金活動及び歳末たすけあい募金活動の推進

２　ボランティア活動の推進協力
　広く町民にボランティア活動の大切さを伝え、新たな活動者の発掘につなげる場として、本年度も引き続き
実行委員会組織により「ボランティアフェスタ」を開催します。また、ボランティアに携わる方の資質向上や
ボランティア活動へのきっかけづくりを目的とした研修事業「ボランティアスクール」を開催し、地域のボラ
ンティア力向上に努めてまいります。
　「災害ボランティアセンター設置・運営マニュアル」の策定を完了したこ
とから、今後、マニュアルに沿った訓練の実施と平時からの防災意識の高揚、
発災事の迅速な対応ができる体制の構築を目指してまいります。
① ボランティアフェスタの開催協力
② ボランティア活動の普及拡大に向けた支援・協力
③ ボランティア研修事業（ボランティアスクール）の開催
④ 災害ボランティアセンター設置・運営マニュアルの検証

令和２年度

事業計画

ひ だ ま り サ ロ ン

ボランティアフェスタ
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３　在宅福祉サービス事業の推進
　町民の皆様に少しでも必要とされる在宅福祉サービスの提供に努め、在宅
で生活が送れるよう町から委託を受けた事業「移送サービス」や「配食サー
ビス」をはじめ、その補完として社会福祉協議会が独自事業として実施して
いる「福祉有償運送サービス（らくらくサービス）」や「電話サービス」、
「施設訪問サービス」についても引き続き実施してまいります。
　また、７０歳以上の一人暮らしの方を対象とした「ふれあい食事交流会」
は、外出する機会や仲間づくりにつながる交流機会の創出を図るため、今年
度も引き続き実施してまいります。
　なお、歩行時に杖を必要とされる方を対象とした「福祉杖給付事業」を今
年度も引き続き実施し、在宅生活の支援を図ってまいります。
●受託事業
　① 移送サービス事業の実施　　② 配食サービス事業の実施
●独自事業
　① 福祉有償運送サービス（らくらくサービス）事業の実施
　② 電話サービス・施設訪問サービス事業の実施
　③ ふれあい食事交流会の開催　　④ 福祉杖給付事業の実施

４　高齢者福祉活動の推進
　高齢者が健やかに、そして生きがいのある生活を送ることが出来るように
老人クラブ連合会の運営・活動を支援するとともに、南幌町保健福祉課及び
南幌町高齢者事業団との連携・協力により、引き続き高齢者福祉活動の充実
が図られるよう支援してまいります。
① 老連パークゴルフ大会、福祉スポーツ大会、室内ゴロッケーゴルフ
　 交流会等開催への支援・協力

５　福祉教育活動の推進
　福祉教育の一環として、ボランティア活動に取り組む町内の小学校・中学
校に助成を行い、福祉教育の機会の提供に努めるとともに、将来を担う人材
の育成として中学生の「職場体験学習」についても、積極的に受け入れてま
いります。
　また、南幌町子ども会育成連絡協議会が主体となって開催している世代間
交流「たくみ祭り」についても引き続き助成してまいります。
① ボランティア協力校による実践活動への支援・協力
② 職場体験学習の受け入れ　　③ 子ども会育成連絡協議会への助成

６　各福祉団体への活動支援
　今年度も引き続き町内各福祉団体への支援・協力を行うほか、新たな事業活動に対する支援や普及啓発のた
めに支援を必要としている活動団体に対し、積極的な協力や支援を続け、組織活動の充実が図られよう支援し
てまいります。

７　生活援護に関する支援
　突然の解雇や大幅な収入減などにより生活に困窮する世帯からの生活資金に関する相談については、北海道
社会福祉協議会が行う「生活福祉資金貸付事業」や当社協が行う「愛情銀行生活資金貸付事業」のそれぞれの
制度に基づき、相談支援を推進してまいります。
　また、町民が気軽に弁護士に相談できる機会を提供するため、近隣４町（南幌・栗山・由仁・長沼）共催に
よる「無料法律相談会」を引き続き開設し、相談支援体制の充実を図ってまいります。
　さらに、一人暮らしの高齢者や高齢者夫婦世帯、障がい者世帯などの方々へ、民生委員児童委員との連携・
協力のもと、歳末たすけあい募金を活用した「見舞金・見舞品」の配付を継続してまいります。
① 生活福祉資金貸付事業の協力・支援　　② 愛情銀行生活資金貸付事業の実施
③ 無料法律相談会の開設　　④ 歳末たすけあい見舞金・見舞品配付事業の実施

８　町内社会福祉法人等との連携強化
　町内にある３つの社会福祉法人「南幌福祉会」「南幌苑」「えぽっく」と、医療法人「やわらぎ」との情報
交換を行うとともに、福祉支援の充実に向け、引き続き連携強化を図ってまいります。

移送サービス

電話サービス

福祉スポーツ大会

職　場　体　験
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９　日常生活自立支援事業の取り組み
　安心・安全な地域社会の実現のため、認知症高齢者や知的障がい者など日常生活において判断能力が不十分
な方、財産管理ができない方々への権利擁護の取り組みについて、行政が進める成年後見制度利用支援との連
携を図り、北海道社会福祉協議会が各市町村社協へ業務委託を進めている「日常生活自立支援事業」の受託に
向けて検討してまいります。

10　一般介護予防事業の取り組み
　今年度より、南幌町からの受託事業として「一般介護予防事業（介護予防普及啓発事業・地域介護予防活動
支援事業）」を実施し、地域での助け合いやボランティア活動による地域共生社会の実現に向けた取り組みを
進めてまいります。
① 高齢者いきいき健康マージャン事業　　② 介護支援ボランティアポイント事業
③ 地域づくりサロン運営事業（なんぽろカフェサロン）　④ 高齢者運動促進事業（ふまねっと運動）

11　啓発活動の強化
　「社協だより」については、よりわかりやすい紙面づくりに努め、多くの方々に社会福祉協議会へのご理解
を深めていただけるよう年３回発行してまいります。
① 社協だよりの発行（５月・10月・３月）

12　民生委員児童委
　 員協議会との連携
　住民の立場に立った
「寄り添う」身近な相
談・支援活動を行って
いる民生委員児童委員
協議会とは、引き続き
連携を図り、協働によ
る地域福祉の向上に努
めてまいります。

13　財政基盤強化と
　 機能強化
　町民の地域福祉活動
に対する理解と認識を
より一層深め、「社協
会員」の継続加入と新
規加入を促進し、自主
財源の確保を図ってま
いります。
　また、関係法令・通
知等を順守し、社協の
運営方法、会計処理に
係る内部牽制体制の強
化を図り、適正な事務
処理に努めてまいりま
す。

14　役職員等の研修
　 参加
　多様化する生活課題
へ対応するため、職員
個々の援助技術など資
質向上に向けた研修な
どに積極的に参加して
まいります。また、役
員・評議員においても
研修などへ参加を促し
てまいります。

令和２年度　資金収支予算書
（単位：円）

勘　　　定　　　科　　　目 予　算　額
822,000
1,200,000
5,549,000
6,759,000
300,000
2,200,000
1,450,000

3,000
5,000

18,288,000
8,632,000
1,610,000
7,168,000
300,000
1,720,000
30,000
1,000

19,461,000
△ 1,173,000

139,000
139,000
334,000
334,000

△ 195,000
1,979,000
1,979,000
780,000
780,000
1,199,000
110,000

△ 279,000
1,409,000
1,130,000

会費収入 
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
負担金収入
受取利息配当金収入
その他の収入
事業活動収入計（１）
人件費支出
事業費支出
事務費支出
貸付事業支出
助成金支出
負担金支出
その他の支出
事業活動支出計（２）

施設整備等補助金収入  
施設整備等収入計（４） 
固定資産取得支出 
施設整備等支出計（５） 

積立資産取崩収入
その他の活動収入計（７）
積立資産支出
その他の活動支出計（８）

事業活動資金収支差額 （３）＝（１）－（２）

施設整備等資金収支差額 （６）＝（４）－（５）

その他の活動資金収支差額 （９）＝（７）－（８）
予備費支出 （10）
当期資金収支差額合計 （11）＝（3）＋（6）＋（9）－（10）
前期末支払資金残高 （12）
当期末支払資金残高 （11）＋（12） 
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これまで南幌町が実施していた一般介護予防

事業の一部を南幌町社会福祉協議会で受託す

ることとなりましたので、ご紹介いたします。

４月より４４４４月月月月４月よよよよりりり４月４月４４４４ よよよよ４月４月よよりりりり

新規事業

スタート
！！

高齢者いきいき健康マージャン 介護支援ボランティアポイント事業

なんぽろカフェサロン ふまねっと運動
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個　　 人
　　　

令和元年度　南幌町社会福祉協議会　賛助会員
賛助会費を納入し、社会福祉事業を支えてくださった会員の方々です。

企 業・団 体 等 みなさまのご賛同・ご協力ありがとうございました！

生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付のご案内
　社会福祉協議会では、新型コロナウイルス感染症の影響による休業等で、収入が減少し、生活資金にお困りの
方に、緊急小口資金等の特例貸付を実施しています。生活資金でお悩みの方は、当社協までお問い合せください。

原則として、一世帯につき１回限り１０万円以内
ただし、以下の場合は、一世帯につき２０万円以内の貸付も可能

緊急小口資金【特例貸付】の貸付内容
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弁護士による 毎週金曜日 開催中

令和２年９月までの
南幌会場　開催予定日

由仁町

栗山町

南幌町

長沼町

毎　　月 会　　場 お問合せ・お申し込み

「あいくる」２階、教養娯楽室

５ 月 ・ 6 月 の 予 定

茶　　話　　会

体　　　　　操

2019年2018年2017年2016年2015年 2020年
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社会福祉協議会に登録している
ボランティア団体は、全部で12団体あります。
会員募集中の団体さんも多く、
入会希望者大歓迎です！
興味のある方は、社会福祉協議会へ
お問合せ：☎ 378 － 2088

はじめませんか

ボランティア

令和２年５月１日号
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ボランティア
南 幌 ラ イオ ン ズ ク ラ ブ

南幌手話サークル「きらら」

民 謡 愛 好 会

南 幌 町 宝 島 の 会

南 幌 町 商 工 会 女 性 部

南 幌 町 商 工 会 青 年 部

三 重 女 性 部

南 幌 町 赤 十 字 奉 仕 団

南幌町手をつなぐ育成会

ブ ル ー ソ ン グ 研 究 会

南幌町ボランティア活動
登 録 者 連 絡 会

Ｊ Ａ な ん ぽ ろ 女 性 部
ボ ラ ン テ ィ ア 部 会

令和２年度

南幌町社会福祉協議会職員体制
「ありがとうございました」

遊　佐　祐理子

「よろしくお願いします」
舛　舘　峰　子

「これからよろしくお願いします」
梶　田　しのぶ



おおむね60歳以上の体力にあった仕事（草取り・草刈・庭木の剪定・清掃・施設管理など）を紹介して
います。あなたの特技や経験、ライフスタイルに合わせながら、余暇を有効活用しませんか。
興味のある方はお電話、または事務所にご来所いただければ、詳しくご説明します。

令和２年５月１日号9

事業団では、春の雪解けとともに仕事がはじまり、四季の移ろいとともに
様々なお仕事をいただいています。草刈など、ピーク時には混み合ってお
待たせすることもあり、申し訳ありません。
お仕事の内容や料金について、お気軽にご相談ください。

事務所は保健福祉総合センター「あいくる」内にあります。

     ３７８－２０８８（社会福祉協議会と共通）

あなたの豊かな経験・知識・技能を生かしてみませんか！

みんなが主力です

時間に少し余裕がある 困っている方に力を貸したい

少し収入が欲しい

事務局体制
事 務 局 長　　家塚　雅人
現 場 統 括　　熊木　清二
事 務 員　　髙橋　清絵

社会につながる何かをしたい
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なんぽろ社協だより 第 114 号 令和２年５月１日
●発行／南幌町社会福祉協議会　　　 ●編集／家塚雅人　　 　●印刷／山東印刷株式会社
〒 069-0235　空知郡南幌町中央３丁目４番 26号 ( あいくる )　 　　011 － 378 － 2088

心温まるご厚志ありがとうございました
（令和２年１月～令和２年３月受付分：掲載を承諾いただいた方のみのお名前を載せています）

たくさんの寄贈品ありがとうございました
（令和２年１月～令和２年３月受付分：掲載を承諾いただいた方のみのお名前を載せています）

皆さまから全国の台風・地震等による災害への義援金が寄せられ、被災県の共同募金会に
次のとおり送りました。（3月31日現在）
お礼を申し上げるとともに被災地の一日も早い復興をお祈りいたします。

年に1度のボランティアさんたちのお祭りを  

今年は令和2年11月1日（日）
保健福祉総合センター「あいくる」にて開催 致します。
今年も皆様に楽しんでいただける企画を考え中です！ 
たくさんの方々のご来場をお待ちしています！！ 

[リングプル] [菓　　　子]

[タ　オ　ル]

錦　　会 様
吉田　剛 様
山下政吉 様
山下政吉 様
背尾裕典 様
横谷新一 様
喜 楽 会 様
山下政吉 様
西股眞砂子 様

保健
今今

ボランティアフェスタ
なんぽろ

ボランティアフェスタ
なんぽろ
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